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第 2 四半期連結業績予想および通期連結業績予想の修正ならびに 
営業外費用（為替差損等）の計上に関するお知らせ 

 
   近の業績の動向を踏まえ、平成 28 年２月 12 日に公表した平成 28 年 12 月期の第２四半期連結業績予想 

および通期連結業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

   また、平成 28 年 12 月期第２四半期累計期間（平成 28 年 1 月 1 日から平成 28 年 6 月 30 日まで）における 

営業外費用（為替差損等）の計上について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１． 平成28年12月期第２四半期累計期間の業績予想数値の修正（平成28年1月1日～平成28年６月30日） 

  （単位：百万円） 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益

親会社株主に帰属

する当期純利益 
1株当たり 

連結当期純利益

前回発表予想（Ａ） 27,400 1,720 1,770 1,000 20円48銭

今回修正予想（Ｂ） 25,910 350 △270 △390 △8円01 銭

増減額（Ｂ）－（Ａ） △1,490 △1,370 △2,040 △1,390 －

増減率（％） △5.4 △79.7 － － －

（ご参考）前期実績 
（平成27年12月期第2四半期実績） 

24,719 1,567 1,610 997 20円42銭

 

２．平成28年12月期通期連結業績予想数値の修正（平成28年1月1日～平成28年12月31日） 

  （単位：百万円） 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益

親会社株主に帰属

する当期純利益 
1株当たり 

連結当期純利益

前回発表予想（Ａ） 59,500 6,200 6,250 4,100 83円97銭

今回修正予想（Ｂ） 56,800 4,300 3,700 2,200 45円18銭

増減額（Ｂ）－（Ａ） △2,700 △1,900 △2,550 △1,900 －

増減率（％） △4.5 △30.6 △40.8 △46.3 －

（ご参考）前期実績 
（平成27年12月期） 

53,804 5,392 5,431 3,880 79円48銭

 

 



３．修正の理由について 

第２四半期累計期間における、連結売上高は、婚礼事業における施行単価の低下により、予想を下回る見込みと 

なりました。連結営業利益につきましては、婚礼事業における減収の影響とハワイにおける新規事業にかかるコス

ト増等が影響し、予想を下回る見込みとなりました。加えて、連結経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益に

つきましては、急激な円高の進行による為替差損、並びにデリバティブ評価損が発生する見込みとなりました。 

    また、第２四半期累計期間までの業績、並びに第 3 四半期・第４四半期の業績見込みを勘案した結果、通期の連

結業績予想を修正するものであります。連結売上高につきましては、新規開業のホテルが増収に大きく寄与してお

りますが、婚礼事業における施行件数の減少等により、予想を下回る見込みとなりました。連結営業利益につきま

しては、婚礼施行件数・同単価の減少に加え、将来の成長に向けた積極的な新規事業展開にかかるコストの増加等

が影響し、予想を下回る見込みとなりました。加えて、連結経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきま

しては、急激な円高による為替差損が発生する等の影響を受ける見込みとなりました。 

 

４．営業外費用（為替差損等）の計上について 

当第２四半期連結累計期間におきまして、急激な円高の進行により、子会社米ドル建て貸付金の評価替等による  

為替差損 539 百万円、デリバティブ評価損 256 百万円を営業外費用に計上する見込みとなりました。 

  

以上 

 

 

※上記の業績予想は、発表日現在における入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の様々な不確定要素により、実際の

業績と異なる場合がありますのでご了承ください。 


